
１．はじめに

雲フィードバックは，全球気候モデルを用いた将来

予測シミュレーションにおいて，全球平均気温の上昇

幅にモデル間でばらつきが生じる主な要因である．そ

こで，将来の気候変化において起こり得る雲フィード

バックについて，プロセスを理解し，より信頼性の高

い見積もりを得ることを目的として，雲フィードバッ

クに関するモデル相互比較プロジェクト（CFMIP）

が実施されている．

上記の目的を達成するために重要となるのは，全球

気候モデリング，観測，高解像度の雲モデリングに関

わる研究者の間で連携を強めることである．また，モ

デルを用いて計算した雲や雲フィードバックの信頼性

を評価し，そのメカニズムを理解するための道具や観

測データを整備することも重要である．以上の考えに

基づき，CFMIPでは様々な活動が実施されている．

例えば全球気候モデル間の相互比較，衛星観測シミュ

レータCOSPの開発，衛星等の観測データに基づく

全球気候モデルの雲の再現性評価，鉛直１次元モデル

（SCM）とLESなどの高解像度モデルの相互比較が

挙げられる．こうした活動の全体像を把握し，将来の

方針を議論する場として，毎年実施されるCFMIP会

議は貴重な機会となっている．

2015年のCFMIP会議は６月８日～11日に米国カリ

フォルニア州モントレーのアシロマ会議場で開かれた

（第１図）．主催者はローレンス・リバモア国立研究所
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第２図 参加者の集合写真（CFMIPウェブペー
ジ，http://cfmip.metoffice.com/meet

 
ings.html 2016.1.16閲覧）．

第１図 会場となったアシロマ会議場礼拝堂．



（米国）と，同研究所の研究員S．A．Kleinであっ

た．この会議には約90名が参加し（第２図），97件の

発表（うち34件はポスター発表）が行われた．日本か

らは８名が参加し，発表を行った．

本稿では，会議で行われた発表の中から日本の参加

者にとって特に印象に残ったもの，重要と思われたも

のを中心に報告する．なお，会議の発表資料は下記

URLにて公開されており，参照することが可能であ

る（http://pcmdi.github.io/CFMIP/CFMIP2015.

html2015.11.06閲覧）． （小倉知夫)

２．観測データを用いた気候モデルの評価と制約

ここ数年のCFMIP会議は欧州で行われてきたが，

今回は多数の観測衛星を擁する米国での開催というこ

ともあり，観測データによる気候モデルの評価・検証

についての研究成果が例年以上に多く発表された．

K.Williams（UKMO，英国）は，主に CloudSat/

CALIPSOを用いて行ったUKMO Unified Modelの

評価について報告した．雲の鉛直構造の比較から，上

層の巻雲が過大評価され高度が低すぎることや下層雲

がドリズルを過剰に生成していることを指摘した．ま

た，その放射場への影響を見るために雲のアルベドの

検証を行い，南北半球のそれぞれに特徴的なバイアス

の空間分布パターンが見られることを報告した．L.

Oreopoulos （GSFC，米国）は，CMIP5モデルの

ISCCPシミュレータの出力を用いて雲のレジーム解

析を行った．これは，雲頂気圧―光学的厚さの２次元

ダイアグラムにクラスター解析を適用して雲のレジー

ムを同定し，各レジームの出現頻度（雲量）や空間分

布パターンをモデルと衛星観測とで比較するというも

のである．その結果，CMIP5の各モデルが持ってい

るレジームごとのバイアスが定量化され，モデルに共

通する傾向として，観測に比べて雲量が少なく光学的

に厚いことが示された．これはCMIP5について以前

から指摘されている“too few,too bright”バイアス

（Nam et al.2012）を再確認した結果でもある．

鈴木健太郎（東大）は，CloudSatとMODISの複

合から得られる暖かい雨の生成プロセスに関する観測

情報を用いて，CMIP5のいくつかのモデルにおける

雲物理過程の評価を行った（Suzuki et al. 2015）．多

くの気候モデルでは雨の生成が早いこと，それが雲微

物理スキームの定式化に依ることを示唆した．また，

このような素過程レベルでの制約は，20世紀再現実験

のようなモデル全体としての性能向上とは矛盾する傾

向にある（Suzuki et al.2013）ことも指摘し，「プロ

セス指向」のモデル検証の重要性を示唆した．M.

Lebsock （JPL，米国）は，CMIP5においてモデル

間のばらつきの大きい鉛直積算雲水量（LWP）につ

いて，衛星データに基づく気候値データの作成を提案

した．これはサンプリングが比較的均一なAMSR-E

マイクロ波から得られるLWPをベースとして，それ

をA-Trainに含まれる他のセンサー（MODIS，

CloudSat，CALIPSO）と比較検証することでより信

頼度の高いLWPの気候値を得ようというアプローチ

である（Lebsock and Su 2014）．コミュニティが利

用可能な新しいLWPの気候値データは現在準備中と

のことである．

気候モデル間のばらつきがなかなか狭まらない気候

感度や雲フィードバックに対して，観測データを用い

て制約を与えることも，CFMIPにおける重要な課題

として模索されてきた．その一つとして，現在気候条

件でのモデル間のばらつきと将来変化のばらつきとの

間に相関関係がある物理量を見つけ出し，観測値を元

に確からしい将来変化の度合を規定する方法がある．

こうした統計的関係を利用した方法では物理的根拠が

明確でなければならないが，完全に解明されていなく

ても興味深い示唆があれば“emergent constraint”

と呼んで，その関係を積極的に指標として利用し，気

候モデルの改善につなげようという試みが，最近非常

に注目されている．今回の会議では，初めてこのキー

ワードを冠したセッションが設けられ，最初にA.

Hall（UCLA，米国）が，代表例として下部対流圏

の大気混合強度に注目したSherwood et al.（2014）

などを挙げながら包括的な紹介をしたあと，最新の研

究成果が発表された．特に亜熱帯下層雲量に関する研

究が多く，H. Su（JPL）はその季節変動に，X. Qu

（UCLA）や J.Norris（スクリプス海洋研，米国）は

経年変動に対する海面水温・下層大気安定度などの変

化の寄与にそれぞれ注目し，いずれもこれらが観測に

近いモデルは正のフィードバックの傾向があり，その

気候感度はモデル全体の平均よりも高いことを示し

た．

ポスターセッションでも，観測データを用いた気候

モデルの評価と制約についての研究成果が多数発表さ

れていた．神代 剛（気象研）は長期船舶観測データ

にみられる夏季北太平洋での雲タイプ別下層雲量の数

年規模変動について報告したが，このようなモデルを

用いない素朴な観測データ解析の研究に対しても，非

〝天気"63．2．
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常に関心が高く期待が大きいことをあらためて感じ

た． （神代 剛・鈴木健太郎)

３．雲微物理の評価と改善

CFMIPコミュニティでは，雲の再現性評価を目的

として衛星観測シミュレータCOSPの開発を行って

いる．A.Bodas-Salcedo（UKMO）はCOSPを用い

たCFMIP参加GCM の解析結果を示し（Bodas-Sal-

cedo et al.2011），氷雲の過大評価が今でも解消でき

ていないことを紹介した．K.Williams（UKMO）は

雲のバイアスと様々な要素（SSTや上昇流の強さ）

との関連性を調べたが，巻雲のバイアスは特定のパラ

メータに依らず見られることを紹介した．清木達也

（JAMSTEC）はGCM が巻雲を過大評価する原因と

して，鉛直解像度が圏界面付近で粗いこと（1000m

程度）が問題であることを示した（Seiki et al.

2015）．最低でも400mの鉛直解像度を用いることで，

CMIP5に共通する熱帯～亜熱帯に広がる巻雲の過剰

バイアスが解消する可能性を指摘した．

氷雲の問題を解決すべく，CFMIPコミュニティで

は特に水雲から氷雲へと遷移していく混合相雲に関心

が集まっている．CALIPSOの衛星ライダーを使うこ

とで水雲と氷雲の切り分けが容易になり（e.g.,Hu et
 

al.2010;Yoshida et al.2010），雲の鉛直分布に加え，

水雲が氷雲へと遷移する温度を評価できるようになっ

た．D.McCoy（UW，米国），I.Tan（エール大学，

米国），G. Cesana（JPL）らは，CMIP5のデータ検

証やGCM 雲微物理内の凍結温度の最適化方法を提案

していた．ここでは水雲と氷雲の存在比率を混合相雲

モデリングの評価指標としていたが，水雲と氷雲の質

量混合比の比率を用いるか雲量比率を用いるかで遷移

温度が大きく異なること，また，衛星シミュレータの

使用の有無によってもモデル評価の結果が大きく異な

ることを注意していた．GCM 全体を通して，水雲か

ら氷雲への遷移を温度の関数だけで評価している

GCM は氷雲の南北分布を適切に表現できておらず，

凍結過程を理論的に計算しているGCM は再現性が優

れていることが示された． （清木達也)

４．南大洋の雲の相

南大洋の雲をモデルで適切に表現するのが非常に困

難なことは，気候モデル研究者の間ではたいへん大き

な問題となっている．主な問題は，南大洋の雲が（過

少または）光学的に薄いために，太陽の入射が海面に

到達しすぎるというものである．それにも関連して，

南大洋の雲の相についての発表が３つほどあった

（A.Bodas-Salcedo（UKMO），D.McCoy（UW），

J.Kay（コロラド大学，米国））．これらによれば，端

的には，南大洋の雲は水と氷の共存温度帯に存在する

が，衛星観測ではモデルよりも水の相の雲がかなり多

いということである．さらに，南大洋の高緯度におい

ては雲のフィードバックは負を示すモデルが多いが，

モデルにおいて氷の割合が多いというバイアスによっ

て，これがもたらされている可能性が示されていた．

休憩時間に，J.Kay，I.Tan（エール大学）らに，

衛星CALIPSOを使った液相固相比では液体の水が

多いという結果だが，従来の航空機観測ではもっと氷

の比率が高いと報告されてきたことについて質問して

みた．J. Kayは，CALIPSOでは雲頂しか観測でき

ないので，雲頂では液体の水が多く，航空機観測で観

測できる雲中では氷の割合が大きいのかもしれないと

言っていた．また，I. Tanは，航空機観測では氷の

比率を過大評価する可能性があると述べていた．モデ

リングにおいて，この液相固相比の情報は非常に大事

であり，また，モデルにおける南大洋の雲フィード

バックの信頼性にも関わる問題であるため，いずれか

の観測が信頼できないものなのか，雲頂と雲中の違い

によるものなのか，早く解明されることを期待した

い． （川合秀明)

５．亜熱帯の雲過程

会議では亜熱帯域の雲プロセスについてセッション

が設けられ，主に数値モデリングにもとづく研究発表

が行われた．G. Matheou（JPL）は JPLで開発され

たLESモデル（Matheou et al.2011）を長方形の大

領域に適用して（Inoue et al.2014），亜熱帯下層雲の

層積雲から積雲への遷移についての再現実験を行っ

た．こ の 遷 移 は，同 セッション の J.Teixeira

（JPL）の発表でも重要性の指摘された，カリフォル

ニア沖の下層雲の鉛直断面（いわゆるGPCI断面；

Teixeira et al.2011）に見られる特徴的な雲の形態遷

移であり，GCM で特に再現が難しい雲の特徴の一つ

である．MatheouらのLES実験の特長の一つは，計

算領域内部の上流側に“Fringe領域”と呼ばれる水

平一様なもうひとつの小領域を設けて同時並行で計算

を行い，そのスポンジ層的な効果によって，人工的に

生じる反射波を吸収させてスムーズな境界条件を作り

出す点である（Inoue et al. 2014）．これによって大

雲フィードバックに関するモデル相互比較プロジェクト（CFMIP）会議2015参加報告 107

2016年２月 41



きな水平スケールで変化する雲場の計算が可能とな

り，SSTを400kmにわたって徐々に変化させる設定

で層積雲から積雲への遷移が再現されることを報告し

た．境界層雲の形態遷移を調べるためのこうした大領

域LES実験は，日本においても「京」を用いて実施

され始めており（Sato et al.2015），今後このような

実験間での相互比較などに発展していくのかもしれな

い．

同じく JPLのK.Suseljは，ある意味これとは対照

的なアプローチである，SCM による研究について報

告した．これは，GCM の単一水平グリッドに相当す

る鉛直カラムを取り出し，適当な外部強制を与えるこ

とによってカラム内の物理過程による応答を調べると

いうアプローチである．彼のSCM のユニークな点

は，大規模場と積雲の乱流相互作用をデルタ関数的な

上昇流域と連続関数的な渦拡散部分の重ね合わせとし

て表現するEDMFスキームが組み込まれていること

である（Suselj et al. 2013）．このようなSCM を用

いて代表的ないくつかのケース（BOMEX，RICO，

EUROCS）での数値実験を行い，SCM の結果は３次

元LESの領域平均での雲の振る舞いを概ね再現でき

ることを示した．さらに，このSCM をいくつかの気

候モデルや数値予報モデルへ組み込み，パフォーマン

スの向上が見られることを報告している（例えばSu-

selj et al. 2014）．このようなSCM は，それ自体が

プロセスの理解に役立つ理論ツールであるとともに，

GCM において不確実性の大きい雲のパラメータ化の

振る舞いを基本に立ち返って調べる上でも有効な道具

であろう． （鈴木健太郎・野田 暁)

６．高解像度モデルにおける雲フィードバック

CFMIPでは雲フィードバック過程の理解向上に向

けて高解像度モデルとともにSCM を活用した取り組

みが行われている．P. Blossey（UW）はLESを用

いて浅い積雲による雲フィードバック効果を調べ，温

暖化大気では境界層がより深まるとともに乾燥化する

ことで正フィードバックとなることを示した．この境

界層の成長は境界層上端付近の安定度が弱まるためと

結論付けた．一方，GCM による温暖化実験では境界

層深さに類似する変化傾向は見られないことから，

GCM のパラメタリゼーション改良の必要性を主張し

た．C.Bretherton（UW）は LESと CRM の 雲

フィードバックを比較した．亜熱帯下層雲の減少は両

タイプのモデル結果で矛盾していないと述べた．しか

しCRM では浅い積雲はSSTの変化の感度が小さい

ことを示した．またCRM では雲頂高度の上昇による

正フィードバックも含めて，GCM による低緯度にお

ける雲フィードバックの正はCRM のそれと矛盾して

いないことを示した．野田 暁（JAMSTEC）は

NICAM による全球７km解像度データを用いて温暖

化大気での上層雲のサイズ分布の変化とOLRとの関

係を調べた．OLRの変化を雲の光学的厚さ，雲頂温

度，晴天放射フラックスの寄与に分解した結果，雲の

光学的厚さの変化がOLRの変化により重要となるこ

とを示した．このことはHartmann and Larson

（2002）が提唱するFAT仮説を支持する．

（野田 暁)

S.Dal Gesso（ケルン大学，ドイツ）は，LTS（対

流圏下層安定度）および境界層上端の比湿のギャップ

を少しずつ変えた多くの条件において，SCM で下層

雲のシミュレーションを行うモデル相互比較を行って

いる．今回紹介された結果でおもしろかったのは，こ

のSCM の結果と，その親モデルであるGCM で対応

する条件の鉛直積算雲水量を比較した時に，それらが

全く異なっているという結果である．休憩時間にその

原因を尋ねてみたが，２つの理由が挙げられると言っ

ていた．１つは，GCM を用いた結果は，LTSと比

湿のギャップでソートして結果の図を作成している

が，実際には，SCM とは異なる様々な環境が含まれ

ており，SCM で与えられている他のいろいろな条件

が，GCM では異なっていることである．また，もう

１つは，SCM の実験では，定常の強制が与えられて

いるため，GCM における，環境場が刻々と時間変化

する状況とは，シミュレーション結果が異なることが

考えられるということであった．仮に，SCM に sto-

chasticな強制を与えたとしても，その強制の変動と

いうのはごく限られたものであり，GCM でのバラエ

ティに富んで変化する環境場と同様の変動を与えるの

は難しいため，実験結果は異なってしまうと考えてい

るとのことである．妥当な解釈であろう．SCM を気

候・数値予報モデル開発やモデルにおける現象の理解

に利用することが重要であるということはよく言われ

るが，このような理想化された定常状態の実験に限ら

ず，SCM で与える強制が３次元モデル内部で自発的

に生じる環境とかなり異なることも多いため，両者の

振る舞いが大きく異なる場合があることを前提に，注

意深く利用すべきだと思われる． （川合秀明)
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７．全球気候モデルにおける雲，循環，降水の変化

CMIP3/5等における気候変化のモデル間のばらつ

きについても，CFMIP会議では発表が行われた．

A. DeAngelis（UCLA）は，CMIP5のモデル間に

見られる降雨量変化予測のばらつきを，水蒸気による

短波吸収のばらつきと結びつけて解釈した．全球平

均・年平均の降水量の気候変化はエネルギー収支に

よって制約されており，大気の放射冷却率の変化と降

雨に伴う潜熱加熱の変化がほぼバランスするように降

水量の変化が生じていることが知られている．DeAn-

gelisはこの放射冷却率を短波・長波の各成分に分け

た解析を行い，水蒸気による短波吸収加熱のモデル間

でのばらつきが降雨変化のばらつきをもたらしている

ことを報告した．これは放射伝達コードにおいて水蒸

気の吸収線スペクトルをどうパラメータ化するかに関

わる話であり，そのような基本的な部分の不確実性が

降雨の気候変化に効いていることを示唆する興味深い

研究であると感じた．

Q.Yue（JPL）は，近年利用されるようになってき

た雲の放射カーネル（Zelinka et al. 2012）を観測的

に導出する研究について報告した．放射カーネルと

は，雲の放射強制力（CRF）をもたらす様々な高さ・

光学的厚さの雲について，これらの雲特性の微小変化

に対するCRF（長波・短波）の応答のヤコビアンを

テーブル化したもののことであり，従来は放射伝達計

算を行うことによって得られてきた．Yueらの研究

では，これを衛星観測から得られるCRFと雲特性

（雲頂気圧・雲光学的厚さ）のデータを用いて観測的

に導出し，従来の数値計算で得られるものとの比較を

行って概ねよい一致を示すことを報告した．この観測

的アプローチの一つの利点は，雲の検出限界など衛星

センサーによって異なる観測特性を取り入れた形で放

射カーネルを定義・定量化できる点であり，今後

CRFについてモデルと衛星観測との間で比較検証を

進めていく際にも役立つツールであると思われる．

T.Andrews（UKMO）は大気大循環モデルHad-

GEM2-Aによるシミュレーションを実施し，境界条

件として様々な海面水温を与えた際の気候フィード

バックおよび気候感度を算出した．その結果，気候

フィードバックは海面水温の地理分布に強く依存する

ことが確かめられた．特に，20世紀に観測された海面

水温分布を与えた場合，HadGEM2-Aの気候感度は

本来4.5Kであるところが1.7Kと算出された．以上

の結果は，20世紀の観測データから推定された気候感

度は温暖化が進行した後の気候感度と比べて過小評価

である可能性を示しており，参加者の注目を集めてい

た．

複数のGCM 間で雲フィードバックがばらつく仕組

みとして，現在気候の対流圏の鉛直混合が強いGCM

ほど雲フィードバックが大きくなるという仮説が提唱

されている（Sherwood et al. 2014）．そこで，鉛直

混合に関わる現象として積雲対流に注目し，それがど

の程度雲フィードバックのばらつきに寄与するか確か

める研究が行われた．M.Webb（UKMO）は10の大

気大循環モデルを積雲対流パラメタリゼーション有

り/無しの二通りに設定し，それぞれについて雲

フィードバックを算出した結果について報告した．そ

の結果，意外なことに，GCM 間の雲フィードバック

のばらつきは積雲対流パラメタリゼーションを無くし

ても縮まらないことが分かった．

B. Soden（マイアミ大学，米国）は，瞬時放射強

制力と調節過程の結果として生じる有効放射強制力の

不確実性について，ダブルコール法（オフラインで放

射伝達計算を二回実施し，放射強制力を診断する手

法），放射カーネル法，COを４倍にする感度実験の

結果をもとに計算する従来の方法（Kamae et al.

2015）とを比較した結果を紹介した．その結果をもと

に，有効放射強制力のばらつきには，調節過程よりも

瞬時放射強制力のばらつきの寄与のほうが大きいこと

を指摘するとともに，CMIP6（第６期CMIP）の標

準実験でダブルコールを実施することの必要性を主張

した．

釜江陽一（筑波大）はCFMIP2/CMIP5のマルチモ

デルを用いた解析から，熱帯域の陸上ではモデルによ

らずに雲量が大きく減少し，雲短波放射フィードバッ

クが大きな正の値を取ることを見出した．その要因と

して，熱帯の大気循環が，大気の安定度変化の地域性

によって弱まることで，年平均として上昇流域である

陸上では力学的に乾燥化すること，また亜熱帯域の昇

温に対応した循環場の偏差が，熱力学的に陸上の水蒸

気のバランスを変えることを指摘した．

CO濃度増加に対する対流圏の速い応答（対流圏調

節）が複数のGCM 間でばらつく仕組みを理解するた

め，小倉知夫（国環研）は５つのGCM で診断された

CO増加による瞬時放射加熱を１つのGCM に与えて

大気の応答を計算した．その結果，５つのGCM で見

られた対流圏調節のばらつきの一部は，１つのGCM

で瞬時放射加熱を差し替えるだけで再現できることが
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分かった．

C. Skinner（ミシガン大学，米国）は，CMIP5で

実施された大気大循環モデルを用いた感度実験の結果

と，追加で実施した感度実験の結果から，温暖化時に

予測されている降水量の変化パターンにおける気候モ

デル間のばらつきを理解する手法を提示した．その手

法の有効性をもとに，CMIP6において，各モデルが

予測するSSTの変化パターンに則った感度実験や，

CO濃度上昇に対する植生の応答を調べるための感度

実験を実施し，ばらつきの要因を切り分ける必要性が

あることを主張した．

（小倉知夫・釜江陽一・鈴木健太郎)

８．今後の課題，および雑感

最終日には，今後の課題と，関連するプロジェクト

等の紹介がなされた．M.Webb（UKMO）による

CFMIPの今後のプランについての紹介，渡部雅浩

（東大）によるWCRPの“雲・循環・気候感度”に

関するグランドチャレンジ（Bony et al. 2015）の紹

介，R. Pincus（コロラド大学）による放射強制力モ

デル間比較プロジェクト（RFMIP）の紹介などが行

われた．CFMIPはCMIPの中核的なコミュニティで

あり，近く開始されるCMIP6と歩調を合わせて第３

期CFMIP（CFMIP3）を開始することになってい

る．CFMIP3では，上で議論されたようなさまざまな

課題に関する比較実験が多く提案されており，日本か

らはMIROCとMRIがそれら多くの実験に参加する

ことを検討している．また，WCRPグランドチャレ

ンジはCFMIPよりも一回り大きな研究の枠組みを模

索しており，衛星や古気候などのコミュニティとも連

携して今後数年の間に気候科学として大きな成果を得

ることを目指している．具体的には，気候変化におけ

る雲の役割や気候感度の不確実性といった，長年にわ

たり未解決の問題に決着をつけるべく，B.Stevens

（MPI，ドイツ）とS. Bony（IPSL，フランス）を中

心に国際チームを組んで進展を模索中である．

（川合秀明・渡部雅浩)

A. Bodas-Salcedo（UKMO）からは，衛星観測シ

ミュレータCOSPの将来計画について紹介があった．

CMIP6/CFMIP3では現在の最新版1.4の利用を前提

とするが，これは様々な衛星搭載測器シミュレータの

いわば寄せ集めなので，より統合的なバージョン２の

開発が進められていることが報告された．関連した発

表では，松井俊久（NASA/GSFC）が，気候モデル

に衛星観測シミュレータを結合する際のサブカラムの

扱いの困難さを強調していた．気候モデルの水平解像

度は粗いので，個々の衛星観測プロファイルが仮定で

きるサブカラムを適切に定義する必要がある．しか

し，特に降水の場合，ほとんどの気候モデルでフラッ

クスとして扱われていることもあって非常に難しく，

これが現在のCOSPで降雨観測衛星が利用できない

一因となっている．バージョン２ではこのあたりの改

良も目指しているようである． （神代 剛)

ロサンゼルス近郊の乾いた空気と青い空を想像して

訪れたモントレーだったが，海面にへばりつく境界層

雲のために霧に覆われることも多かった．気候モデル

での雲の再現が最も難しい場所の一つで雲フィード

バックの国際会議を行うことは，研究者たちの士気向

上に役立つのかもしれない．今回初めて参加した

CFMIP会議では，NASA関係者を含む米国からの

「よく見る」参加者が多かったが，例年欧州で行われ

るこの会議ではそれは珍しいことらしい．全体を通し

て感じたのは，観測データの重要性は認識されている

ものの，急速に拡充されつつある様々な衛星観測デー

タなどが十分に利用されているとは言い難い現状であ

る．実際，この会議でも観測データによるモデル評価

に関する研究は初日の一つのセッションで議論された

にすぎない．そのことを，オルガナイザーの一人であ

る J.Kayに言ったら，「たしかにその通りね．そのこ

とはCommitteeに伝えておくけど，その方向に行く

ようにあなたも続けて参加して協力してね．」と釘を

刺された．2016年以降も継続的に参加するかどうかは

未定だが，CFMIPに代表される雲・気候コミュニ

ティ全体で観測データとモデリングが有機的につなが

るように貢献していきたいと思う． （鈴木健太郎)

略語一覧

AMSR-E：Advanced Microwave Scanning Radiometer
 

for Earth Observing System 改良型高性能マイクロ波

放射計

A-Train：同じ軌道で地球を周回する地球観測衛星の隊

列 “Afternoon Constellation”の略称

BOMEX：Barbados Oceanographic and Meteorologi-

cal Experiment バルバドス海洋気象実験

CALIPSO：Cloud-Aerosol Lidar and Infrared Path-

finder Satellite Observations （地球観測衛星の名称）

CFMIP：Cloud Feedback Model Intercomparison Proj-
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ect 雲フィードバックに関するモデル相互比較プロ

ジェクト

CloudSat：地球観測衛星の名称．雲と降水を観測する

レーダーを搭載し，衛星隊列A-Trainの一部を構成す

る．

CMIP：Coupled Model Intercomparison Project 結合

モデル相互比較プロジェクト

COSP：CFMIP Observational  Simulator Package
 

CFMIP 観測シミュレータパッケージ

CRF：Cloud Radiative Forcing 雲放射強制力

CRM：Cloud-Resolving Model 雲解像モデル

EDMF：Eddy-Diffusivity/Mass Flux 渦拡散係数/質量

フラックス

EUROCS：EUROpean Cloud Systems
 

FAT：Fixed Anvil Temperature かなとこ雲の温度不

変（仮説名称）

GCM：General Circulation Model （大気）大循環モデ

ル

GPCI：Global Energy and Water Cycle Experiment
 

Cloud System Study/Working Group on Numerical
 

Experimentation（GCSS/WGNE）Pacific Cross-sec-

tion Intercomparison GCSS/WGNEにおける太平洋

横断面相互比較

GSFC：Goddard Space Flight Center ゴダード宇宙飛

行センター

HadGEM2-A：Hadley Centre Global  Environment
 

Model,version 2-Atmosphere
 

IPSL：Institut Pierre Simon Laplace ピエール・シモ

ン・ラプラス研究所

ISCCP：International Satellite Cloud Climatology Proj-

ect 国際衛星雲気候計画

JAMSTEC：Japan Agency for Marine-Earth Science
 

and Technology 海洋研究開発機構

JPL：Jet Propulsion Laboratory ジェット推進研究所

LES：Large-Eddy Simulation ラージエディシミュ

レーション

LTS：Lower Tropospheric Stability 対流圏下層安定度

LWP：Liquid Water Path 鉛直積算雲水量

MIROC：Model for Interdisciplinary Research on Cli-

mate （気候モデル及び研究グループ名称）

MODIS：Moderate Resolution Imaging  Spectro-

radiometer 中分解能撮像分光放射計

MPI：Max Planck Institute for Meteorology マック

ス・プランク気象研究所

MRI：Meteorological Research Institute 気象庁気象研

究所

NASA：National Aeronautics and Space Administra-

tion 米国航空宇宙局

NICAM：Nonhydrostatic Icosahedral  Atmospheric

 

Model 非静力学正20面体格子大気モデル

OLR：Outgoing Longwave Radiation 外向き長波放射

量

RFMIP：Radiative Forcing Model Intercomparison
 

Project 放射強制力モデル相互比較プロジェクト

RICO：Rain In Cumulus over the Ocean
 

SCM：Single-Column Model 鉛直１次元モデル

SST：Sea Surface Temperature 海面水温

UCLA：University of California, Los Angeles カリ

フォルニア大学ロサンゼルス校

UKMO：United Kingdom Met Office 英国気象局

UW：University of Washington ワシントン大学

WCRP：World Climate Research Programme 世界気

候研究計画
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